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「手術前等に行われる肝炎ウイルス検査の結果を踏まえた受診・受療・ 

フォローアップの推進等の医療機関管理者への協力依頼」について 

（周知依頼） 

 

「手術前等に行われる肝炎ウイルス検査の結果の説明について」は、平成 26年5月

9日付日医発第154号（地Ⅲ50）をもって貴会宛ご連絡申し上げました。 

ウイルス性肝炎は、国内最大級の感染症と言われており、その対策を総合的に推進す

るため、肝炎対策基本法に基づき肝炎対策基本指針を策定し取組を行ってきたところで

す。また、肝炎検査の実施体制及び検査能力の向上に関する事項については、肝炎対策

基本指針第3（2）カにあるとおり、各医療機関に対し、組織的な取組をお願いしている

ところですが、必要な方に適切に肝炎医療を提供していくためには、いまだ解決すべき

課題が多く残されています。 

今般、手術前等に行われる肝炎ウイルス検査の結果を受検者本人が正しく認識できる

よう、改めて、医療提供者において適切に説明を行うとともに、陽性者については確実

に必要な精密検査、治療及びフォローアップへとつながるよう、管理者の下、体制整備

への協力について、厚生労働省より本会宛別添のとおり、協力方周知依頼がありました。 

つきましては、貴職におかれましても、本件についてご了知いただき、管下郡市区医

師会及び関係医療機関等への周知方につきましてご高配賜りますようお願い申し上げ

ます。 
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